
種苗放流効果調査（アワビ）

（要旨）

勢村均・由木雄一・石田健次

１．大田市和江地区

昭和59年.８月７日に花型プロックアワピ礁の調

査を行なった。ブロックで観察されたアワビ類は

クロアワピ，メガイアワピ，トコプシで，個体数

はクロアワピ０．６～3.4個体／ブロック，メガイア

ワピ０～０．４個体／ブロック，トコプシ０．２個体／

ブロックであった。

付着部位はブロック上，下溝部であり，殻長は

クロァワピが６～13噸の範囲で,１０噸以上の個体

が８０％を占めたが，メガイアワピはすべて10噸以

下であった。サザエはＯ～0.2個体／ブロック観
ilii

－４ｍ）

潮流または

波による流れ

<，きれいな砂が
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ｍの岩砿頂面上の

察された。 図ｌアワビ椎貝生息場概略

ブロック上の海藻はオオパモクのみであったが

周辺の天然礁ではウミウチワ，クロメ，アラメ，ヤツマタモク，オオパモク等14種が観察された。

放流椎貝はアワビ礁よりもむしろ港寄りの天然礁に多く分布した。なお，付近の露頭岩礁内の水深

約1ｍの岩頂細溝部にムラサキウニ，殻長３～４“のクロアワピ，殻長l～２”のトコプシ椎貝又

はクロアワピ椎貝が混生しているのが観察された。溝はほぼ東西に切られており，巾５～８Gmロケ深

さ５醜以下であった。溝底部には浮泥はなく，きれいな砂が所々たまっていた。流れは溝に対して

平行であった。

2．益田市飯浦地区

昭和59年６月28日および８月３０日に調査を行なった。ブロックで観察されたアワビはすべてク

ロアワピであった。付着個体数は６月28日Ｏ～２３個体／ブロック，８月３０日８個体／5分×１人観

察であった。付着部位はブロック下あるいは岩礁であった。殻長は５～14噸の範囲であった。優占

した海藻類は６月２８日ワカメおよびミル，８月３０日ミルであり，周辺の天然礁と明らかに差異が見

られた。現存量は６月28日828～46529／>"，８月30日4232～59659／)？'であった。

(鑿:鰐協会~-…鯛…慶年鬮報曾艤｣…沿摩臘…鬮蕊舩逢）
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